
女性活躍推進グループ
活動支援事業のご案内

対象グループ募集中です！
募集期間：令和５年５月19日（金）～12月15日（金）

兵庫県ではこのたび、企業における女性活躍に向けた気運醸成、取組の促進を図るため、
女性社員を中心としたグループの活動を支援することとしました。企業主導ではない、
社員が主体となる活動を活性化することにより、女性活躍をボトムアップで推進する
ことを目指します。女性リーダーを中心とする、女性活躍推進のためのグループからの
申請をお待ちしています！

対象グループ

県内に事業所を有する企業の社員で構成する、女性活躍の推進を目的に設置したグ
ループで、以下の基準をすべて満たすものが対象となります。

◇ 企業における女性活躍の推進を目的として設置したものであること
◇ 構成員が５人以上であること
◇ 代表者が女性であること
◇ 構成員の半数以上が女性であること
◇ 複数企業の社員により構成されること
◇ 宗教活動や政治活動を行っていないこと
◇ 暴力団または暴力団と密接な関係のある団体でないこと
◇ 県内に活動拠点を有すること
◇ 組織、運営、代表者に関する事項を定めていること

※行政機関のみで組織する団体は対象外です

補助の内容

１ 対象グループ数 15件程度
２ 補助金額

１グループあたり１回限り 10万円 を限度とする（千円未満切り捨て）
３ 補助対象経費

申請事業に直接必要な経費とし、主に次のとおりとします。
◇ 講師等謝金 ◇ 講師等旅費 ◇ 活動旅費（先進企業への視察等）
◇ 外部研修会・セミナー等参加経費 ◇ 会場使用料（研修会等開催）
◇ 印刷費等資料作成費 ◇ 消耗品費（文具、用紙代等）
※年間を通じて女性活躍推進の取組を行うグループを支援するため、単なるセミナー

受講等のみを活動内容とするグループの支出経費は補助対象外とします。



<問い合わせ・提出先>
兵庫県県民生活部男女青少年課男女共同参画班
〒650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1
☎078-341-7711（内線2806） ✉ danjoseishounen@pref.hyogo.lg.jp 

対象となる事業

企業等における女性活躍推進のための事業で、交付決定日～令和６年３月31日の間

に実施、完了する事業

◇ 女性活躍の現状・課題分析（データ分析、社員意識調査等）

◇ 必要な取組の検討（勉強会の開催等）

◇ 先進事例の調査・研究（先進企業の視察、外部研修への参加等）

◇ 社員の意識改革（研修会の開催、広報誌の作成等）

◇ その他、企業等における女性活躍推進のための事業

事業の流れ

（１）申請書の提出

申請書に必要事項を記入し、必要書類を添えて県に提出してください。

（２）決定通知書の送付

県で必要な審査を行い、対象グループと認められた場合、決定通知書を送付します

（対象とならない場合もご連絡します）。

（3）事業実施

（4）実績報告書の提出

事業完了後に実績報告書（領収書のコピー要添付）を提出してください。

県で必要な審査を行い、適当と認められた場合、補助金を支給します。

※必要な書類の様式は、県男女青少年課のホームページからダウンロードできます。

（URL https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk17/jyoseikatuyaku/holtusokukaigi.html）

まずは申請書を提出ください（E-mail可）！

＜提出書類＞
◇ 交付申請書 ◇ 収支予算書 ◇ 誓約書
◇ グループ概要書 ◇ 事業計画書 ◇ 債権者登録書
◇受領権限委任状（口座名義が団体名義でない場合のみ提出）
上記に加えて、定款又は会則の写し、構成員名簿（任意様式）を
添付してください。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
活 動 内 容：セミナーへの参加、参加者同士の意見交換会 
参加者の声： 

 

 

 

 

 

 

 
活 動 内 容：セミナーへの参加、参加者同士の意見交換会 
参加者の声： 

 

 

 

 

 

CASE② 

これまでからセミナーを開催したり話を聞いてみたい

講師がいましたが、お金がかかるので諦めていました。 

この補助金を活用することで、やりたかった事が実現

できました。 

CASE① 

セミナーでの「スキルカード」を使った自己分析で、 

今まで気づいていなかった自身の強みを知ることが 

できました。自信を持って自己 PR できるようになり、

活動の幅を広げられるようになりました。 

自分が働く職場に女性で役職に就いている人が 

いなかったため、キャリアアップのイメージができな 

かったが、セミナーや意見交換会に参加してみて、 

「自分もキャリアアップしてもいい、チャンスがある」

ということがわかり、モチベーションアップにつながり

ました。 

他社で働く人と交流する機会がなかったが、セミナー

に参加することで新たな人脈ができました。 

また、男性の参加者から「女性の活躍の場が増える 

べきだ」という意見を聞くことができ、参加者の意識が

変わったのを感じることができました。 


